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COVID-19の影響で、
会議の延期等がある場
合があります。

〜１月〜
21日（土）総研セミナー/養

護教員部長会/健
康問題検討委員会

27日（金）全国教研全体集
会（WEB）

28日（土）全国教研分科会
（WEB）/支部長
会

29日（日）全国教研分科会
（WEB）

30日（月）母女県要請行動

〜２月〜
４日（土）県教協養護教員

部研究集会/事務
研推進委員会・
常任委員会/明日
の教育を拓くセ
ミナー

11日（土）九協２･11平 和
教 育 研 究 集 会
（WEB）

12日（日）青年部長会・常
任委員会

18日（土）支部長会/事務職
員部長会・新旧
常任委員会/ジェ
ンダー平等教育
推進委員会

23日（木）朝鮮学校無償化実
現福岡県民集会

25日（土）県教協教文部長会

〈
賃
金
関
係
〉

○
民
間
給
与
と
の
較
差
９
７
８

円
（
０
・
27
％
）
の
解
消
を
図

る
た
め
、
初
任
給
及
び
若
年
層

の
給
料
月
額
を
引
上
げ
。
給
料

表
の
改
定
率
は
＋
０
・
26
％
。

○
一
時
金
に
つ
い
て

・�

勤
勉
手
当
を
０
・
10
月
分
引

上
げ
（
再
任
用
職
員
は
０
・

05
月
分
）

○
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末

手
当
を
０
・
05
月
分
引
上
げ
。

［
実
施
時
期
］

　
22
年
４
月
１
日
よ
り

※�

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い

て
は
23
年
４
月
１
日
よ
り

≪支給月数≫

支給月 現　行 改定後

６月期 1.225月 1.25

12月期 1.225月 1.25月

計 2.45月 2.50月

○
会
計
年
度
任
用
職
員
の
退
職

手
当
に
つ
い
て

　
18
日
以
上
勤
務
す
る
月
が

６
ヵ
月
を
超
え
る
と
退
職
手
当

の
支
給
対
象
と
な
る
が
、
開
庁

日
が
20
日
に
満
た
な
い
月
も
あ

る
た
め
、
そ
の
場
合
は
20
日
と

の
差
の
日
数
を
引
い
た
日
数
で

１
月
勤
務
し
た
も
の
と
す
る
よ

う
に
改
正
。（
土
日
、
祝
日
が

多
く
て
平
日
が
20
日
未
満
の
月

が
あ
る
た
め
）

［
実
施
時
期
］23
年
１
月
１
日
よ
り

○
行
政
職
（
事
務
職
員
等
）
の

再
任
用
の
職
お
よ
び
級
の
格
付

け
の
見
直
し

【
内
容
】

退
職
時
企
画
主
査（
４
級
）の
人

は
、
現
行
で
は
再
任
用
時
は
主

任
主
事（
２
級
）と
な
っ
て
い
た

が
、
見
直
し
後
は
事
務
主
査（
３

級
）と
な
る
。

［
実
施
時
期
］23
年
４
月
１
日
よ
り

教
員
の
再
任
用
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て
の
教
育
長
回
答

　
再
任
用
教
職
員
の
処
遇
の
問

題
に
つ
い
て
は
、現
場
の
先
生
方

の
士
気
高
揚
や
人
材
の
確
保
と

い
っ
た
観
点
か
ら
非
常
に
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
教
育
委
員
会

と
し
て
も
人
確
法
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
速
や
か
に
改
善
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
組
合
の
み
な
さ
ん
と
再

任
用
教
職
員
の
給
料
月
額
の
見

直
し
等
に
つ
い
て
し
っ
か
り
協
議

を
し
、
来
年
度
の
人
事
委
員
会

勧
告
が
処
遇
の
改
善
に
つ
な
が

る
も
の
と
な
る
よ
う
、人
事
委
員

会
に
対
し
て
働
き
か
け
を
行
う
。

50
人
増
員
し
、
１
０
０
０
人
と
し

た
。
今
後
も
、
定
年
の
段
階
的

な
引
き
上
げ
等
を
勘
案
し
、
正

規
教
諭
の
計
画
的
な
採
用
・
配

置
に
努
め
る
。
ま
た
、
教
職
員

が
生
き
生
き
と
や
り
が
い
を
持
っ

て
働
け
る
よ
う
な
職
場
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
学
生
を
対

象
と
し
た
教
員
養
成
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
や
退
職
者
へ
の
働
き
か
け

等
、
教
員
や
講
師
を
志
願
す
る

者
を
増
や
す
取
組
を
強
化
す
る
。

　
な
お
、
採
用
試
験
の
志
願
者

を
増
や
す
た
め
、
県
内
外
の
大

学
生
を
対
象
と
し
た
出
前
講
座

の
開
催
や
県
外
の
大
学
へ
の
教
員

採
用
試
験
の
案
内
の
送
付
、
採

用
試
験
の
出
願
に
お
い
て
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
を
可
能
に
す
る
な
ど

の
取
組
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
ま
た
、
大
学
の
推
薦
に
よ
る

特
別
選
考
試
験
の
実
施
を
検
討

す
る
な
ど
、
今
後
も
引
き
続
き

採
用
試
験
の
工
夫
、改
善
を
図
る
。

　
さ
ら
に
、
精
神
疾
患
に
よ
る

病
気
休
職
等
を
防
止
す
る
た
め
、

職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
に
も
引
き
続
き
取
り
組
む
。

○
業
務
の
持
ち
帰
り
は
行
わ
な

い
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
上
限

時
間
を
遵
守
す
る
た
め
だ
け
に

自
宅
等
に
持
ち
帰
っ
て
業
務
を

行
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、
今

年
度
実
施
さ
れ
て
い
る
文
科
省

の
勤
務
実
態
調
査
の
結
果
も
踏

ま
え
、
実
態
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
、
校
務
分
掌
の
見
直
し

や
業
務
の
精
選
・
効
率
化
等
に

よ
り
、
休
憩
時
間
の
確
保
と
持

ち
帰
り
業
務
の
防
止
を
行
う
よ

う
市
町
村
教
育
委
員
会
に
対
し

て
働
き
か
け
る
。
管
理
職
の
人

事
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
職
員

の
勤
務
実
態
の
正
確
な
把
握
と

適
切
な
指
導
等
の
観
点
も
踏
ま

え
て
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

○
教
員
業
務
支
援
員
に
つ
い
て

は
、
23
年
度
概
算
要
求
に
お
け

る
配
置
対
象
校
の
拡
大
（
６
学

級
以
上
）
な
ど
、
国
の
動
向
等

を
確
認
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
つ
い
て
は
、
国

に
お
い
て
市
町
村
に
地
方
財
政

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
今

後
も
継
続
・
拡
充
さ
れ
る
よ
う

長
時
間
労
働
の
是
正
に
つ
い
て

≪支給月数≫（　）は再任用

支給月 現　行 改定後

６月期 2.15月
(1.125月)

2.20月
(1.15月)

12月期 2.15月
(1.125月)

2.20月
(1.15月)

計 4.30月
(2.25月)

4.40月
(2.30月)

副知事交渉で意見を述べる本村
委員長

〈
制
度
関
係
〉

○
正
規
教
諭
の
採
用
数
に
つ
い

て
は
、
退
職
者
を
上
回
る
採
用

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
の
採
用

試
験
に
お
い
て
は
小
中
合
わ
せ
て

教
職
員
の
未
配
置
状
態
に
つ
い
て

当面の主な予定

　

２
０
２
２
年
度
賃
金
労
働
条
件
改
善
確
定
交
渉
は
、
10
月
24
日
の

副
知
事
交
渉
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
任
命
権
者
交
渉
（
対
県
教
委
）
を

10
月
31
日
、
11
月
11
日
（
団
体
交
渉
）、
18
日
、
21
日
に
行
い
、
22

日
の
副
知
事
交
渉
で
終
了
し
た
。

　

今
年
度
の
交
渉
で
は
、
賃
金
関
係
に
つ
い
て
は
９
月
21
日
に
出
さ

れ
た
人
事
委
員
会
勧
告
（
月
例
給
・
一
時
金
と
も
に
引
上
げ
）
ど
お

り
取
り
扱
う
と
副
知
事
が
回
答
し
た
。

　

再
任
用
教
員
の
賃
金
に
改
善
に
関
す
る
課
題
が
残
っ
た
が
、
次
年

度
の
確
定
交
渉
で「
最
大
限
努
力
す
る
」と
の
回
答
を
得
た
こ
と
で
、

本
年
度
の
確
定
交
渉
は
妥
結
と
し
た
。

賃
金
・
労
働
条
件
確
定
交
渉
妥
結
！
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国
に
要
望
す
る
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

下
に
お
け
る
行
事
の
実
施
方
法
の
適
切

な
変
更
・
工
夫
等
の
取
組
も
一
つ
の
契
機

と
し
て
、
教
育
的
な
観
点
も
確
保
し
つ

つ
、
学
校
行
事
の
精
選
や
内
容
・
準
備
の

見
直
し
・
簡
素
化
を
促
進
す
る
等
、
今

後
と
も
人
事
委
員
会
勧
告
の
意
見
や
超

勤
問
題
検
討
会
で
の
協
議
を
踏
ま
え
、
こ

う
し
た
業
務
改
善
の
取
組
を
徹
底
す
る

こ
と
に
よ
り
、
働
き
方
改
革
に
関
す
る
取

組
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
し
、
長

時
間
勤
務
の
改
善
に
努
め
る
。

【
県
教
委
が
示
し
た
業
務
改
善
の
取
組
例
】

・
運
動
会
の
実
施
種
目
を
削
減
し
た
り

簡
素
化
し
た
り
し
て
、
時
間
の
短
縮
を

図
る
。

・
校
内
研
修
や
研
究
に
つ
い
て
は
個
々

に
効
果
を
検
証
し
、
必
要
性
の
低
い
も

の
に
つ
い
て
は
削
減
す
る
。

・
定
期
考
査
の
翌
日
を
生
徒
が
考
査
の

復
習
を
行
う
自
宅
学
習
日
と
し
、
採
点

や
評
価
の
時
間
を
確
保
す
る
。

産
休
・
育
休
代
替
に
つ
い
て

○
こ
れ
ま
で
は
、
年
度
途
中
か
ら
産
休

を
取
得
す
る
予
定
の
教
員
に
つ
い
て
年

度
当
初
か
ら
代
替
講
師
を
配
置
す
る
こ

と
は
困
難
だ
っ
た
が
、
国
に
お
い
て
23

年
度
の
加
配
定
数
の
執
行
か
ら
、
年
度

当
初
か
ら
前
倒
し
し
て
配
置
し
、
加

配
の
目
的
に
沿
っ
た
活
用
を
前
提
と

し
て
、
加
配
定
数
を
措
置
す
る
予
定
と

な
っ
た
。

　
ま
た
、
講
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
き
た

が
、
近
年
、
正
規
教
諭
の
採
用
数
を
大

き
く
増
加
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

講
師
が
正
規
教
諭
に
切
り
替
わ
る
な

ど
、
講
師
登
録
者
数
が
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
大
学
と
連
携
し
た
取
組
を

強
化
し
、
新
卒
者
の
講
師
内
定
の
早
期

化
を
図
る
と
と
も
に
、
退
職
者
に
も
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

自
家
用
車
に
よ
る
出
張
に
つ
い
て

　
公
務
出
張
に
使
用
す
る
自
家
用
車
の

範
囲
に
、
職
員
ま
た
は
親
族
が
自
家
用

車
の
使
用
者
で
あ
る
こ
と
が
自
動
車
検

査
証
等
に
明
示
さ
れ
る
「
カ
ー
リ
ー
ス
」

を
追
加
。

［
実
施
時
期
］23
年
１
月
１
日
よ
り

３
年
ぶ
り
の
差
額
支
給
‼

　
確
定
交
渉
の
結
果
、
12
月
の
県
議
会

で
給
与
の
引
き
上
げ
が
議
決
さ
れ
た
の

ち
、
年
度
初
め
の
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

適
用
さ
れ
ま
す
。
そ
の
改
善
分
が
「
差

額
」
と
し
て
12
月
28
日
に
支
給
さ
れ
ま

し
た
。
実
に
３
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。
若

年
層
の
教
職
員
は
一
時
金
だ
け
で
な
く
基

本
給
も
上
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
い
人

で
６
万
５
千
円
程
度
が
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
。
年
末
に
「
見
知
ら
ぬ
給
与
」
が
振

り
込
ま
れ
て
喜
ん
で
い
る
未
組
の
教
職
員

も
い
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
組
合
が
交

渉
の
結
果
勝
ち
取
っ
た
も
の
で
す
。
情
宣
・

組
拡
の
「
材
料
」
と
し
て
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

の
校
風
の
背
景
に
あ
る
も
の
を
解
説
。「
教

育
内
容
の
良
さ
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、『
自

分
た
ち
の
学
校
を
、自
分
た
ち
で
決
め
て
、

自
分
た
ち
で
選
び
取
っ
て
い
る
』こ
と
が
、

『
本
物
の
学
び
』
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」「
学
校
へ
の
固
定
観
念
に

と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
日
本
人
は
朝

鮮
学
校
に
学
ぶ
こ
と
は
多
い
」
と
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。

　
オ
モ
ニ
の
会
（
保
護
者
会
）
手
作
り
の

温
か
い
昼
食
（
ビ
ビ
ン
パ
と
ス
ー
プ
）
を

い
た
だ
き
、
児
童
生
徒
た
ち
に
よ
る
歓
迎

の
歌
と
踊
り
を
鑑
賞
し
た
あ
と
、
午
後
か

ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
国
際
交
流
広
場
無
窮

花
堂
友
好
親
善
の
会
」
理
事
長
・
吉
栁
順

一
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
あ
り
、
飯
塚
市
に

あ
る
無
窮
花
堂
（「
ム
グ
ン
フ
ァ
堂
」・
強

制
連
行
犠
牲
者
の
納
骨
堂
）
の
建
設
ま
で

の
経
緯
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
口
・
滋
賀
・
大
阪
の
各
朝
鮮

学
校
を
支
援
す
る
団
体
か
ら
、
連
帯
と
交

流
の
様
子
に
つ
い
て
報
告
も
行
わ
れ
、
改

め
て
朝
鮮
学
校
を
め
ぐ
る
情
勢
の
厳
し
さ

と
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
人
た

ち
の
熱
い
思
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
朝
鮮
学
校
は
県
内
に
２
か
所
（
幼
稚
園

を
含
め
る
と
３
ヵ
所
）
あ
り
ま
す
。
授
業

参
観
だ
け
で
な
く
、
運
動
会
や
文
化
祭
な

ど
一
般
に
公
開
し
て
い
る
行
事
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
は
訪
れ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
２
年
間
中
止
と

な
っ
て
い
た
日
朝
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
、
12
月
３
日
（
土
）
九
州
朝
鮮
初
中
高

級
学
校
（
北
九
州
市
八
幡
西
区
折
尾
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は「
無
窮（
ム

グ
ン
）」。
果
て
し
な
い
、
永
遠
に
続
く
と

い
う
意
味
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

学
び
や
成
長
は
無
限
で
あ
る
こ
と
、
民
族

の
誇
り
を
育
み
不
当
な
差
別
を
跳
ね
返
し

て
き
た
運
動
、
と
も
に
闘
う
仲
間
の
広
が

り
と
団
結
に
終
わ
り
は
な
い
、
と
い
う
思

い
を
共
有
し
よ
う
と
い
う
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
午
前
中
２
コ
マ
の
授
業
公
開
（
初
級
部

１
年
生
か
ら
高
級
部
３
年
生
ま
で
）
の
あ

と
、
全
体
会
で
県
教
研
の
共
同
研
究
者
で

弁
護
士
の
安
元
隆
治
さ
ん
が
「
ウ
リ
ハ
ッ

キ
ョ
が
教
え
て
く
れ
る
学
校
・
民
主
主
義
」

と
題
し
て
、
朝
鮮
学
校
の
「
い
い
感
じ
」

「
無
窮（
ム
グ
ン
）」の
力
で
前
進
あ
る
の
み
！

～
朝
鮮
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
学
ぶ
権
利
を
～
　

統
一
自
治
体
選
挙
に
向

け
て
、
と
り
く
み
開
始
！

第
22
回
日
朝
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る

　
23
年
４
月
に
は
４
年
に
一
度
の
統
一

自
治
体
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
昨
年
７
月

の
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
福
教
組
の

総
力
を
挙
げ
て
、
古
賀
ち
か
げ
を
国
会

に
送
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
勢
い
を

止
め
る
こ
と
な
く
、
自
治
体
選
挙
に
お

い
て
も
県
議
会
、
各
市
町
村
首
長
な
ら

び
に
議
会
の
選
挙
に
お
い
て
も
、
日
政

連
・
福
政
連
議
員
候
補
、
推
薦
議
員
候

補
の
全
員
の
勝
利
を
目
指
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
12
月
４
日
（
日
）
に
は
、「
２
０
２
３

年
統
一
自
治
体
選
挙
勝
利
　
県
教
協
・

福
退
教
　
総
決
起
集
会
」
を
開
催
し
、

各
支
部
の
支
部
長
・
書
記
長
ら
が
結
集

し
た
。
各
立
候
補
予
定
者
か
ら
は
「
疲

弊
し
き
っ
た
教
育
現
場
を
変
え
た
い
」

「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
立
ち

上
が
る
」「
学
校
を
働
き
や
す
い
職
場

に
し
た
い
」
な
ど
力
強
い
決
意
表
明

行
っ
た
。

　
私
た
ち
が
求
め
る
「
真
に
実
効
性
の

あ
る
働
き
方
改
革
」
を
す
す
め
る
た
め

に
も
、
組
合
員
の
意
思
統
一
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

趙校長による挨拶
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教育職給料表(二)　小・中学校教員

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

再任用

２　級 特２級

給料月額 増減
額

給料月額 増減
額

給料月額 増減
額

特２級

号給 号給

１　級

給料月額

１　級

給料月額

２　級

増減額 増減額
給料月額

増減額
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教育職給料表(三)　特別支援学校教員

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

再任用

１　級 ２　級 特２級

給料月額
増減額

給料月額
増減額

給料月額
増減額

給料月額 増減
額

給料月額 増減
額

給料月額 増減
額号給

１　級 ２　級 特２級

号給
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号給

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

５　級

給料月額
増減額

行政職給料表　学校事務職員

給料月額
増減額

１　級 ２　級 ３　級

給料月額給料月額
増減額

給料月額
増減額

４　級

給料月額
増減額 増減額

６　級
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号給

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

再任用

６　級

給料月額
増減額

給料月額
増減額

給料月額
増減額

給料月額
増減額

１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級

給料月額
増減額

給料月額
増減額


